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附録(一)用語解説合二『懐徳堂印存』解題(三)『懐徳堂印存』序
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注記なし注記なし「 石 印 」
「草草」とは、満足している様。(「孟子謂宋句践日、子好遊乎、五口語子遊。人知之亦嵩意、人不知亦罵嵩。日、
何知斯可以意嵩失。目、尊徳楽義、則可以君器失。故士窮不失義、達不離道。窮不失義、故土得己君。達不離道、故民不失望君。古之人、得志沢加於民 不得志修身見於世。 則独善其身、達則兼善天下。(孟子宋句践に謂いて日く、子遊を好むか、吾子に遊を語げん。人之を知るも亦た露軍たり、人知らざるも亦た草草たり、と。日く、何如なれば斯に以て章嵩たるべき、と。日く、徳 尊び義を楽しめば、則ち以て書量たるべし。故に士は窮しても義を失わず、達しても道を離れず。窮しても義を失わず 故に士己を得 達しても道を離れず、故に民望を失わず。古の
あら
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「 木 印 」 「 連 印 」
「幽人」とは履軒の号の一つ。『懐徳堂事典』には「履軒の人生観を反映した号」と説明されている。履軒が三十歳前後に詠んだとされる詩の中(『履軒古風』所収)に、この号を用いているのが見られることから、懐徳堂に寄宿していた当時から用いていた号であることが分かる。ちなみに、履軒は三十四歳(一七二六)の年に懐徳堂を離れ、私塾である水哉館を開 た。紐は、三冊本『懐徳堂印存』の注記のとおり木製。意図的であるかは不明だが、紐が答または山を象ったような造



























二冊本二巻十四葉(履軒十四葉)七冊本三巻 十二葉(履軒二 一 )
































































「 銅 印 」注記なし「 銅 印 」 「 鎧 紐 」
中井履軒は、安永八年(一七七六)に再婚した後、抗十宵国門の一凧額を取りつけた借家の二階の一室を、「天楽楼」
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「 銅 印 」
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散逸して中井家に伝わらなかった印を、諸資料 影を参考にして模刻す など、より完備した印譜としたもので、装訂は線装三冊本と七冊本とがある。懐徳堂文庫所蔵の三冊本によってそ 大略を示すと、まず扉に「懐徳堂印存」(狩野直喜の揮官宅による)と記し 次に、大正元年 では巻末に付されてい 天囚の践文を序文として掲げ、続いて、「昭和十四年之冬」の木菟麻呂の序文を掲げている。
本文(印影)の部分は、基本的には 本と同様であるが、配列は竹山、履軒、柚園、蕉園、碩果、桐園 順となって
































〔蔵書票〕なし。〔 付 筆 番 号 「 。 。
5ヨ














嚢日、大阪土人相謀、技刊懐徳堂遺書、以祭諸儒之霊、又展観詩書画、遂製印譜、以頒同好。所以景賢報徳者、可謂厚失。蓋諸儒先生、或以学問行誼、或以経済文章、為海内所宗仰。流風余沢、至今不衰。若夫詩書画 抑又緒余耳。況区々図章乎。然亦有説君。礼云、「物之感人也無窮。」蘇子謄云、「君子可以寓意於物 」 図章者 上自天子、下至庶人、用以示信。而学士文人所用、文尚典雅、其寓意也深。感人也無窮。徳容風範可以初徴 不育矩匠名手妨古出新、足以供 ・取法也。斯編所収竹山・履軒・蕉園・碩果・柚園・桐園六家遺印数十種、多係当時名人之作。中井君黄裳宝護甚勤 黄裳為竹山先生曽孫篤行好学、不失旧物。頃者、悉出秘蓄 以託存子懐徳堂記念会。印亦其一位。彦監理会務祭事、既塁。斯編 成乃志其陪、市題数語於巻端。
明治四十五年五月天囚西村時彦諜井令官




〔 現 代 語 訳 〕先だって、大阪の土人が企画して、『懐徳堂遺書』を技刊し、諸儒の霊を祭り(記念式典を行い)、また詩書画を並べ
て多くの人に見せ(展覧会を行い)、遂には印譜を製作し、同好に分かち与えた。先賢を仰ぎ恩徳に報いるところ、甚だ厚いと言うべきである。思うに諸儒の先生 、あるいは学問・品行によって、あるいは経済(経世済民)・文章によって、天下に仰ぎ尊ばれる所となった。先人の残した習わしゃ恩恵は、今 至るまで衰えていない。その詩書画のようなものは、そもそもまた残余であるだけである まして小さな図章(印章)においてはなおさらである。しかしまた説がある。『礼記』に言う、「〔外〕物は〔限りなく多いから〕人を感じさせるところはとどまることがな 。」と。蘇子謄(蘇戟)が言う、「君子は物に寓意す(かこつ て思い 述べる)べきである。」と。図章(印章)とは、上は天子より、下は庶民に至るまで、用いて偽りなく信頼 き ことを示したものである。そして学士や文人が用いるもので、文 典雅を尊び、その寓意は奥深い。人を感じさせるところはとどまることがない。徳が高 姿や風采 街御できる。 だ鉦匠・名手 古えに倣い新しさを出すだけでな 、公開したり世の模範とすることができ 。この編が収めて 竹山・履軒 蕉園・碩果・柚園・桐園六家の遺印数十種は、多くは当時の名人 作 よ 。中井君黄裳(木菟麻呂)は〔これらの印を〕宝物として護ることに大変心を尽くした。黄裳(木菟麻呂)は竹山先生の曽孫である 〔木菟麻呂は〕篤行・好学であり 祖 の残した物を失っていない。近頃、〔木菟麻呂は〕秘め蓄えて たものをすべて出して、懐徳堂記念会に委託した 印もまた
ときつね
その一つである。〔私、時〕彦( 囚) 懐徳堂記念会 会務や祭事を監理し、〔一連の事業 既に終わった。この編もまた完成し、そこで〔私 天囚は〕愚見を書き し、そして数語を巻頭に掲げるのである。
明治四十五年五月天囚西村時彦諜井書
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開催された。その前年、西村天囚らの呼びかけで懐徳堂を顕彰する懐徳堂記念会が設立され、翌四十四年には、懐徳堂儒者たちを顕彰する記念式典を挙行し、貴重書の復刻刊行を行うなど積極的な顕彰活動を展開した。本展覧会 そうした事業の一環として開催されたものであり 「 展覧会目録」が編纂された。同目録は 「水哉館遺書遺物出陳目録」「諸家出陳目録」からなり、前者は資料の蔵有者である中井家出品のリスト、後者は、 二宅石庵・中井聾庵、玉井蘭洲など分けて、各々、資料名とその出品者名が記されてい 。(『 事典』一二二頁参照
)O
行誼:・品行、正しい行い(品

































































〔 現 代 語 訳 〕懐徳堂・水哉館の印章は、竹山・履軒・蕉園・碩果・柚園・桐園〔の物を合わせて〕二百ばかりをそなえている。明治
四十五年三月、遺書遺品を合わせ、大阪府立図書館に託して保存し、『懐徳堂印存』はこの際に成った。昭和十四年三月、遺書遺品を懐徳堂記念会に寄進した際も、ただ遺印だけは残 、家に置いた。思うに図章 信用を示すものであるから、これを家廟にしまい 〔これは〕礼に適合させようとしたのである。私の家には印譜は備わってはいない。竹山・蕉園・碩果三先生の印譜がわずかに一本あるだけであった。印存もまた残部がもうない。ここにおいて同風印社 同人丘外野内君が同志と相談してその師である園田湖城子の指導を受け、五十部を追加で鈴押して印存を継いだ。鷲河鳳嘉の妙を千年にわたって伝えると言えよう。
昭和十四年の冬中井天生成文撰
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